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「1998年度卒業論文集の刊行に寄せて」
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指導教員　草薙 信照

1999年3月(1998年度)に卒業する諸君は，草薙ゼミの輝ける第1期生である。
1997年4月に着任したばかりの私は，演習テーマとして「ＰＣによる地域分析システムの研究」

を掲げてゼミを開講した。そのような新米のゼミを選んでいただいた諸君には感謝している。し
かしその一方で，実際に集まっていただいた諸君には失礼であるが，“ＰＣを使いこなす”レベ
ルとはほど遠い実力の持ち主が多かったことに，愕然としたのも事実である。
それでも３年生の前期には，なんとか E-Mailの使い方やWebページの作り方をひととおり教
え込むことができた。その結果，ゼミ運営にインターネットを積極的に取り込むための足がかり
を得たのである。現在でも，草薙ゼミにおける研究成果は，いつでも経大ホームページを通して
公開されているし，ゼミ生諸君はいつでも自分でアップデートすることができる。このような基
本的な体制ができたのも，ゼミ生諸君の協力があってこそである。心残りは，Excel によるデー
タ分析やシステム開発まで，踏み込んで指導することができなかったことである。

卒業論文の総評であるが，ご覧になっていただければわかるように，演習の統一テーマ「ＰＣ
による地域分析システムの研究」からは想像もできなかったような多様な研究が行われた。その
成果の方も，堅実なテーマで着実に成果を上げたもの，ユニークな着眼で私をうならせたものか
ら，意欲は見られるものの途中で力尽きたと思われるものまで様々である。これらを個々に評価
しようとすれば，それぞれについて言いたい事は山ほどあるが，ここは研究者本人である学生諸
君らに，自己評価していただこうと思う。
これは思いやりのようであって，実はかなり残酷な仕打ちであるかもしれない。手抜きでやっ
てしまった者にはそれだけの力（能力・気力）しかなかったということであるし，満足できる成
果を出せた者には大いなる充実感が残るであろう　…　結局のところ，突き詰めれば個人の主観
的な満足感がどこにあるかということであり，私が「合否」を評価する以前の問題として，各自
が自己採点を行っているはずであり，「後悔」という点をつけるべきか「満足」という点をつけ
るべきかは，自分自身が一番良くわかっているでしょう？　と言っているのである。

卒業論文の意義として，私がもっとも重要だと思うことは，1つのテーマについて（たとえ1ケ
月でしかなかったとしても）これほど真剣に取り組んだことはおそらく初めての経験であろう，
という点である。研究内容どころかテーマさえも決められずに悩んだ日々，ワープロを前にして
もまったく文章が進まずあせった時間，「なんでこんなことをせなあかんねん」と投げやりにな
ったこともあるだろう。しかし後になって思い起こせば，これが何物にも代え難い思い出になる
とともに，社会に出てからも貴重な経験として生かされるであろうということが，私自身の経験
としてわかっているからである。
そういったことから，諸君が一生懸命になって取り組んだという姿勢がひしひしと伝わってく
る場合には，たとえその論文が1ヶ月でお手軽に仕上げたものであっても，あるいは全体の半分
以上が文献からの引用であったとしても構わないと，私は考えている。

最後になるが，社会に出て行く諸君の健闘を期待するとともに，今後は同じ社会人として対等
に，あるいは逆に私に物事を教えてくれるようなつきあいをしていけるならば，これに勝る幸せ
はないと思う。
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